
 

 

 

 
 

Kumamoto City  

News Release 

令和８年（２０２６年）２月２５日 

 

空気乾燥中、山火事に注意！！ 
～立田山で消防訓練を実施します～ 

 

立田山では過去に数回、大規模な山火事が発生しています。 

熊本市北消防署では、来月１日から始まる「春季全国火災予防運動」にあわせ、

立田山での山林火災を想定した消防訓練を実施します。今回の訓練は、北区役所総

務企画課、龍田まちつくりセンター、消防署、消防団、龍田西校区第４町内との山

林火災時における消火・連携及び住民避難等の内容で実施します。 

 

 

１ 訓練日時 令和８年（2026 年）３月１日（日）９時３０分～１０時３０分（少雨決行） 

       ※９時００分までにご集合ください。 

２ 訓練場所 熊本市北区龍田３丁目２５立田古閑山開公園及び立田山北休憩所北東側山林一帯 

       三光団地一帯、ニュータウン三光集会場 

※別紙添付 

３ 訓練内容 中継送水（ホース３０本）放水訓練、一次避難場所への住民避難（自助） 

４ 訓練参加 北区役所総務企画課、龍田まちつくりセンター、熊本市北消防署 

熊本市北区消防団第１３方面隊（８分団）、龍田西校区第４町内住民 

約１００名参加予定 

５ 留意事項 

 (1) 訓練内容等の説明を９時００分から立田古閑山開公園（熊本市北区龍田３丁目２５）で行

います。 

(2) 荒天又は災害発生時は訓練を中止する場合があります。 

(3) 取材をされる場合は駐車場を確保しておりますが、車両確認のため 2 月 27 日（金）までに

下記担当までご連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】      

熊本市北消防署警防課   

課長 伊藤 悦生 

（いとうえつお）     

【担当】 

熊本市北消防署楠出張所 

所長 児玉光寛 

（こだまみつひろ） 

TEL 096-339-3036 
国土地理院 HP 地理院地図 Vector 



1 名

一般の方の安全管理と報道対応

2

計画管理班

名

消 防 隊 活 動 内 容

活　　　動　　　内　　　容

様 式 ２ 号

　立田古閑山開公園内に車両部署し指揮本部を設定。情報収集にあたると共
に防御活動の指揮を執る。

4 名

隊 （小隊） 名

北指揮隊    　　　　

10

（指揮車）

3 名

　水幕ホース延長・放水（公園内）の訓練コントロール及び安全管理を行う。

清水出張所長
清水ポンプ小隊

非番週休員
（楠６名、清水4名）

楠ポンプ小隊

　訓練の全体の安全管理

北休憩所側の訓練コントロール及び安全管理を行う。（西村所長）
中継送水（公園内）の訓練コントロール及び安全管理を行う。（清水P）

3 名

　北休憩所側と中継送水（遊歩道・公園内）訓練コントロール及び安全管理を
行う。

名

警防課長,副課長



2 　放水開始、放水止め等の指示は、各地点の訓練コントローラーが行
う。（無線交信も訓練コントローラーが行う）

1 　訓練参加車両の待機場所は、別紙訓練開始前車両待機図のとおり
とする。

武蔵分団 清水分団の立田山北休憩所放水停止後、分岐第２線を使用し６地点に
水幕ホースを延長し、水幕ホースにて放水開始、延焼防止にあたる。

5 名

公園内の放水が終了した時点で、火災鎮火

麻生田分団 　立田古閑山開公園西側公設防火水槽（４０トン）に可搬ポンプ（麻生田
分団）を部署、公園内にホース延長を行い、分岐管を結合、分岐第１線か
ら４火点の火災防ぎょ、延焼防止にあたる。5 名

城北分団 立田古閑山開公園西側公設防火水槽に部署している麻生田分団と協力
し、公園内にホース延長を行い、分岐第２線から５火点の火災防ぎょ、延
焼防止にあたる。5 名

清水分団 　立田古閑山開公園西側公設防火水槽（４０トン）に可搬ポンプを部署、
遊歩道内に設置した弓削分団の可搬ポンプに中継送水、中間地点に分
岐管を結合、高平分団と協力し３火点の火災防ぎょ、延焼防止にあたる。（積載車３台） 5 名

高平分団 　清水分団、弓削分団の可搬ポンプ中間地点に分岐管を結合し、清水分
団と協力し３火点の火災防ぎょ、延焼防止にあたる。

5 名

弓削分団　
　遊歩道内に車両で部署し、中間地点付近に可搬ポンプを設定し、清水
分団からの中継放水をもらい、分岐管を活用し龍田分団に送水、楠分団
と協力し分岐第2線からホース延長し２火点の火災防ぎょ、延焼防止にあ
たる。（積載車１台） 5 名

楠分団 　弓削分団と協力し、弓削分団の分岐管第2線からホース延長し２火点の
火災防ぎょ、延焼防止にあたる。

（積載車１台） 5 名

訓練参加機関様 式 ２ 号

事業所名 活　　　動　　　内　　　容

龍田分団　 　弓削分団可搬ポンプから立田山北休憩所東側付近までホース延長を
行い、１火点の火災防ぎょ、延焼防止にあたる。

（積載車１台） 5 名



9:30

9:45

10:30

10:30

13:00

分団車両でルートに沿って広報を行う

龍田西校区第４町内避難訓練

消防団の動き

訓練開始　

公園内に指揮本部設置。

第１３方面隊山林火災訓練

避難訓練開始活動内容下命（住民への避難誘導）

麻生田（第５４分団）は待機場所から出場

無線にて傍受後

住民の動き

普段通りの生活

山林火災訓練終了予定

世継宮駐車場にて、配備資機材取扱訓練開始

配備資機材取扱訓練終了予定

アナウンスを受け避難開始

最短の一時避難場所へ避難開始

徒歩で各世帯の避難状況を確認・呼びかけを行う（25世帯）

各世帯への呼びかけ終了後、指揮本部へ報告

一時避難場所に到着したら人員の確認を行う

代表者が人員を確認したら、ニュータウン三光集会場へ

集合し防火講和

消防団の各種訓練の観覧はすべて可能

防火講和後、解散


